　　　今月の樹「イチョウ」
　秋も深まり、木々が色づく季節に郊外を旅すると必ずといって良いほど目につくのは全身を黄金色に装った大樹である。春や夏に同じ道筋をたどっても殆ど存在に気付かないのがこの季節は別である。晴れた日よりは、時雨に濡れた姿が特に美しい。こんな風景に出会うと郷愁を誘われるのは私だけであろうか。勿論「イチョウ」の樹のことである。
「イチョウ」は日本の自生説もある、古く中国より伝来したものとされるが、何時のころかはっきりした記録はない。イチョウはその葉が一枚だから一葉と言う説もあるが、中国名の鴨脚子（葉の形が鴨の足跡に似る）の北方音ヤーチャオから来たという説が有力で、このことからも中国伝来説に分がある。

　もう一つの名前である銀杏（ギンナン）もまた中国名で、ギンアンからの転化とされる。学名のギンコウ（Ｇｉｎｋｇｏ）もまた之からきたとされ。

　イチョウは裸子植物門

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%81%E3%83%A7%E3%82%A6%E9%A1%9E" \o "イチョウ類" イチョウ綱の中で唯一の現存している種である。人為的な移植により世界中に広がり、年平均気温が 0 - 20℃の降水量500 - 2000mmの地域に分布している。雌雄異株、落葉高木で高さは20 ～30mになる。葉は扇形で葉脈が付け根から先端まで伸びている。針葉樹とされる場合もあるが、厳密には広葉樹にも針葉樹にも属さない。原始的な平行脈を持ち、二又分枝する。雌雄の区別は葉の形や樹形でできるという俗説があるが、植物学的には根拠がなく、判別は花の観察によるしかない。4月ごろに新芽が伸びた後に雌花、雄花とも開花する。実が結実する為には雄株の花粉による受粉が必要である。裸子植物であるイチョウの受粉様式は、被子植物のそれは大きく異なる。まず、雌花の胚珠に取り込まれた花粉は胚珠の上部にある花粉室と呼ばれる部分で4ヶ月程度そのままの状態を保つが、胚珠は直径約2cm程度に成長する。成長した胚珠内の花粉では数個の精子が作られ、9〜10月頃放出された精子が花粉室の液体の中を泳ぎ、造卵器に入り
　　　　　　　　　　　   　 　November, 2011 NKC
受精が完了し種子の成熟が始まる。種子は11月頃には熟成する。
イチョウ長寿であり、成長すると巨木になる。日本の各地に幹周が10mを越えるような樹も存在しており、環境省の調査における最も太い株は、青森県

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B7%B1%E6%B5%A6%E7%94%BA" \o "深浦町" 深浦町にある「北金ヶ沢のイチョウ」で、幹周は22mを越え、日本で有数の巨木に位置づけられている。ごく稀だが、葉がラッパ状になったものや、葉に実がつくものがあり、それぞれ「ラッパイチョウ」、「お葉付きイチョウ」などと言われている。また、大木では気根と呼ばれる枝から垂れ下がった円錐形の突起を生じる場合がある。この円錐状の突起は、「乳」と呼ばれ、「乳イチョウ」として妊婦の信仰対象となっているところもある。
近世ではイチョウは並木や公園樹として重要な位置を占めていて、本数もトップクラスといわれる。大阪の御堂筋や東京の明治神宮外苑など有名である。並木以前には古くから集落のお寺の庭や神社の境内に多く植えられており、記念樹としての植栽も多い。集落の目印といった存在で大切に保存されている。近時、街中の街路樹としては落ち葉や銀杏の匂い等々、時として厄介者とされるのとは全く趣が異なる。

イチョウは何といっても秋に樹全体の葉が一斉に色付く黄葉の頃が格別であるが、落ち葉に彩られた庭園の風景も捨て難いものがある。今年もこんな風景に出会いたいものである。
[image: image1.jpg]L V,
3
gﬁb

L




